
生
・
労
・
全

フ

ー

ド

連

合

事

務

局

長

千

葉

　

淳

一

　

日

本

の

食

品

産

業

は

、

中

小

企

業

お

よ

び

零

細

企

業

が

大

半

を

占

め

る

ほ

か

、

地

域

で

生

産

さ

れ

た

農

林

水

産

物

の

最

大

の

仕

向

先

で

あ

る

な

ど

の

特

徴

を

有

し

て

お

り

、

雇

用

や

地

域

経

済

の

安

定

に

重

要

な

役

割

を

果

た

す

存

在

と

な

っ

て

い

ま

す

。

　

私

た

ち

日

本

食

品

関

連

産

業

労

働

組

合

総

連

合

会

（

略

称

：

フ

ー

ド

連

合

）

は

、

そ

の

よ

う

な

食

品

関

連

産

業

の

労

働

者

で

組

織

す

る

産

業

別

労

働

組

合

で

あ

り

、

食

品

労

連

、

全

食

品

同

盟

、

全

た

ば

こ

の

３

組

織

統

一

に

よ

る

食

品

連

合

の

結

成

、

そ

の

後

の

食

品

労

協

、

甘

味

労

協

と

の

合

同

を

経

て

現

在

に

至

っ

て

い

ま

す

。

　

２

０

２

５

年

７

月

現

在

で

は

、

約

２

７

０

組

織

・

約

�

万

１

千

人

の

組

合

員

が

加

盟

し

て

お

り

、

全

国

に

４

ブ

ロ

ッ

ク

・

�

地

区

協

議

会

を

設

置

し

て

組

織

運

営

を

行

っ

て

い

ま

す

。

　

フ

ー

ド

連

合

で

は

、

生

産

性

三

原

則

を

基

盤

と

し

な

が

ら

、

綱

領

に

掲

げ

る

五

つ

の

目

的

で

あ

る

①

「

食

品

関

連

労

働

者

の

総

結

集

」

、

②

「

組

織

力

の

向

上

・

連

帯

の

強

化

」

、

③

「

総

合

的

な

生

活

改

善

、

雇

用

・

労

働

環

境

の

整

備

」

、

④

「

産

業

政

策

の

確

立

・

実

現

」

、

⑤

「

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

を

は

じ

め

と

し

た

多

様

性

推

進

、

及

び

社

会

性

を

も

っ

た

労

働

運

動

の

実

現

」

を

重

点

課

題

と

し

て

設

定

し

、

そ

の

実

現

に

向

け

た

運

動

を

展

開

し

て

い

ま

す

。

　

と

り

わ

け

、

労

働

力

人

口

の

減

少

を

背

景

と

す

る

人

手

不

足

が

深

刻

化

す

る

中

、

他

産

業

と

比

較

し

相

対

的

に

低

位

に

あ

る

食

品

関

連

産

業

で

働

く

労

働

者

の

労

働

諸

条

件

を

引

き

上

げ

て

い

く

こ

と

は

、

産

業

の

持

続

性

に

か

か

わ

る

重

要

な

課

題

で

あ

り

、

労

使

が

生

産

性

向

上

に

向

け

て

協

力

し

合

い

、

そ

の

成

果

の

公

正

な

分

配

を

求

め

る

生

産

性

運

動

三

原

則

の

実

践

が

極

め

て

重

要

で

あ

る

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

　

ま

た

、

中

小

労

組

の

賃

金

を

底

上

げ

す

る

た

め

に

は

、

価

格

転

嫁

を

含

む

公

正

な

取

引

慣

行

の

実

現

が

不

可

欠

と

な

り

ま

す

。

　

フ

ー

ド

連

合

で

は

、

２

０

０

３

年

よ

り

Ｕ

Ａ

ゼ

ン

セ

ン

と

連

携

し

、

取

引

慣

行

に

関

す

る

実

態

調

査

を

毎

年

行

い

、

そ

の

結

果

を

踏

ま

え

た

必

要

な

法

改

正

、

政

策

等

の

検

討

に

つ

な

げ

る

よ

う

、

公

正

取

引

委

員

会

は

じ

め

と

し

た

関

係

省

庁

へ

要

請

を

行

っ

て

い

ま

す

。

　

食

品

が

生

産

者

か

ら

消

費

者

に

届

く

ま

で

の

各

段

階

、

い

わ

ゆ

る

フ

ー

ド

バ

リ

ュ

ー

チ

ェ

ー

ン

全

体

と

し

て

生

み

出

し

た

付

加

価

値

が

公

正

・

適

正

な

価

格

と

し

て

評

価

さ

れ

る

取

引

の

実

現

を

め

ざ

し

、

食

品

関

連

産

業

の

発

展

に

向

け

政

労

使

の

協

力

の

下

で

引

き

続

き

取

り

組

み

を

進

め

て

い

き

ま

す

。


